
2009 年度収支計算書
会は、年会費・運営費及び京都生協からの

援助（教育文化費）で運営されています。

16名の方々にご寄付いただきました。

実働時間数

2005 年度 2006 年度 2007 年度 2008 年度 2009 年度

総ケース数 390 508 561 568 605

実働会員数 304 346 384 383 390

実働回数 8393 10663 13333 14793 15190

実働時間数 16021.00 19667.50 23692.75 26134.75 28050.00

タイプ別会員数
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利用 活動 賛同

会 計 監 査 報 告

０９年度会計報告について、各項目の記帳並びに預金通帳と照合し

確であることを認めます。

収 支 計 算 書

＜収入の部＞ （単位円）

科 目 名 予 算 実 績

前期繰越金 1,.650,.025 1,650,025

年会費 2.300.,000 2,299,000

運営費 3,000,000 2,804,700

雑収入 158,305

受取利息 783

援助金 3,800,000 3,800,000

収入合計 10,750,025 10,712,813

＜支出の部＞ （単位円）

科 目 名 予 算 実 績

通信費 600,000 619,413

事務費 400,000 383,028

学習・研修費 600,000 358,038

会議費 250,000 323,681

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ活動費 5.800,,000 5,983,950

地域活動費 350,000 440,050

会員交流会費 200,000 150,856

広報費 100,000 79,688

総会費 250,000 262,622

幹事会費 70,000 90,718

拡大・宣伝費 20,000 2,630

備品費 30,000 2,859

配食活動費 200,000 200,000

事務局費 50,000 54,136

損害保険料 300,000 374,120

考える会費 120.000 10,530

支払い手数料 10,000 10,585

雑費 1,300,025 1,378

支出合計 10,650,025 9,348,282

当期残 1,364,531

合計 10,712,813

活動のまとめ（要点抜粋）

1 会員数 ２６２4名 （利用会員 １１３8 名、活動会員 ８７８名、賛同

会 員６０８名）活動件数は６０５件､ 総時間数は 28,050 時間でした。高齢者

への活動が４６６件、それ以外の世代への活動は１３９件でした。活動内容は、

家の中の掃除が多く、また話し相手や通院介助の活動が増えました。

2 活動費の見直しについて、昨年の総会で継続審議となり、今年度はさらに、

エリア会議、地域例会、考える会で論議を深め、今総会であらたに提案するこ

とになりました。

3 活動会員を対象に「会」の基本的な考え方や心構えについての学習会を9

月と３月の２回行い、３月の学習会はせいきょう会館と綾部の２ヶ所で開催し

ました。コーディネーターの研修会を２回行いました。各地域で要望に応じた

学習会（「糖尿病の食事と老化予防の食生活ポイント」「応急手当の実習」「京都

生協のくらしのサポート」「家庭での介護と体験」「健康講座」など）が開かれ

ました。全国ネットワーク活動交流会や関西地連「くらしの助け合いの会学習

交流会」に参加しました。

4 「会」のニュースを４回発行しました。行政区委員会で紙芝居を行い、虹

のフェステバルや店頭でチラシ、リーフレットを配り「会」を知らせました。

5 配食活動では左京･北･上京･中京で、月４回・毎木曜日に平均１１０食あ

まりの配食を行い,高齢者の食の大切さを実感し笑顔と安心をお届けしました。

３月よりきぬがさ会館２階でも配食活動ができるようになりました。

6 各地域のサロン活動では、バザー・お食事会・散策・おしゃべり・健康

体操・講演会・学習会・俳句・手芸・コンサート・料理教室・クッキー作り・

着付け・絵手紙など多彩な活動を行いました。

7 両丹エリアでは、日生協の助成企画「ふくしｄｅまちづくり（＊１）」を

ブロックと一緒に、取り組み、地域の情報を集め、地域の実態を論議しました。

8 「会」として対応できないものについては、福祉事業部、「たのもっと」

へ紹介しました。「福祉・くらしの相談窓口」の紹介による依頼もありました。

(＊１)住んでいる地域を知り、ワークショップでまちの将来像を考える手法を学ぶ

①会員を

領収書

②本部事

③郵便振

「せ

④郵便局

（2009年3月21日～2010年3月20日）

（単位 円）

現 金 377,657 未 払 費 用 (※2) 2,118 ,912

京 都 銀 行 普 通 預 金 1,099,143 次 期 繰 越 金 1,364 ,531

ゆ うちょ銀行 通常 貯金 907,160

ゆ うちょ銀行 振替 口座 180,883

未 収 入 金 (※1) 918,600

3,483,443 3,483 ,443

1 2010年3月20日現在、受け取っていない09年度分の運営費

2 2010年3月20日現在、支払っていない09年度分のコーディネーター費用

財 政 報 告 書

資産の部 負債の部
２０

正

会費納入のお願い

通じて（活動に入っている者に手渡していただいても結構です

をお受取下さい）

務所に直接持参

込みは（０１０５０－３－６１４３０）

いきょう くらしの助け合いの会」あて

※

※

2010 年 5 月 19 日

くらしの助け合いの会 会計監査 白波瀬 順子 印

自動引き落とし(申し込み随時,今年度の手続きで来年度より開始）



20 10 年度予算

会は、年会費・運営費及び京都生協からの援助（教育文化費）で

運営されています。

＜収入の部＞

（単位円）

科 目 名 金 額 備 考

前期繰越金 1,364,531

年会費 2,300,000

運営費

募金

3,300,000

500,000 共同購入・個肺注文書での募金

京都生協からの援助 3,800,000

収入合計 11,264,531

＜支出の部＞

（単位円）

科 目 名 金 額 備 考

通信費 600,000 ﾆｭｰｽ資料発送、他

事務費 400,000 文具・帳票類、用紙・印刷、他

学習・研修費 500,000 会員学習、ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ研修、他

会議費 400,000 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ会議交通費、他

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ活動費 6,200,000 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ活動費

地域活動費 450,000 地域例会、その他活動諸費

会員交流会費 200,000 ｻﾛﾝ費用

広報費 100,000 ﾆｭｰｽ用紙・印刷、交通費、他

総会費 250,000 会場費、昼食費、他

幹事会費 70,000 幹事交通費、他

拡大・宣伝費 20,000 ﾁﾗｼ用紙・印刷、交通費、他

備品費 30,000

配食活動費 200,000 活動補助

事務局費 50,000 事務局活動・対外活動、他

損害保険料 400,000 保険料

支払い手数料 10,000 自引手数料、振込手数料他

雑費 1,384,531 会員登録更新費用：300,000

合計 11,264,531

２０１０年度 幹事・会計・会計監査

幹事（１０名）

コーディネーターより

坂本 典子（中京） 奥田 貞子（右京）

福澤 道子（八幡） 中野 和子（舞鶴）

活動・賛同会員より

浅倉 静代（乙訓） 川勝 富美子（北区）

高津 千鶴子（上京） 仲辻 和子（配食）

利用会員より

西谷 美代（亀岡）

会計（１名） 会計監査（１名）

奥 良子（宇治・宇治田原） 岡本 悦子（亀岡）

本部コーディネーター（３名）

木戸 潤子 白波瀬 文 森田 幸子

広報（4 名）

河上 雪子 塩見 智子 立花 志保 西 千寿子

編集後記

前任、伊澤佳子の後任事務局、門脇勇夫です。３月末に着

しております。よろしくお願いします。第２５回の総会を

験し、多様な参加・協力がみられます。さらに安心で心豊

関係が広がればと思います。（門脇勇夫）
２０１０年度 地域コーディネーター（３８名）

左京区 上京区 北区 中京区 下京区

坂口 えつ子

山田 経子

野間 朱美

小橋 偕子

田中 瑛子

飯田 幸子

東山 敏子

田辺 佐喜子

笠原 昌代

坂本 典子

谷田 輝恵

東山区 西京区 乙訓 右京区 亀岡

坂口 知子 久野 まゆみ

須摩谷 くるみ

西岡 郁子

北山 みどり

小西 優子

奥田 貞子

玉西 悦子

芳賀 志津

藤原 ゆり

中村 悦子

山科区 伏見区西北 伏見区東 宇治・宇治田原 八幡

日下部 美苗 大原 一代

山本 吉美

（山田 聖子）

小林 慶子 志村 みどり

松本 加代子

福澤 道子

城陽･久御山･井手 相楽 福知山 舞鶴 綾部

活動方針（要点抜粋）

① 活動会員を増やします。「活動はできる人ができる時に」を大切に、たくさんの

方が参加してできるように工夫します。くらしの願いや思いが少しでもかなえられ

るよう「福祉・くらしの相談窓口」や「たのもっと」、福祉事業、との連絡を密に、

行政や地域の諸団体と連携しながら相互の役割を果たします

② 左京、上京、北、中京の配食活動は、お弁当とともに安否確認を行い、安心を

お届けする活動を行います。

③ 各地域でコーディネーターを中心に例会を定期的に開催します。コーディネー

ター研修会を２回、活動会員学習会を２回開き、活動に生かします。新しく活動会

員になった人への研修を定期的に行います。

④ 「会」のニュースを年間で４回（７月、９月、１１月、３月）発行します。生

協の機関紙コーポロやホームページを使って「会」の活動内容を知らせます。「会」

を知らせる活動を創意工夫してすすめます。

⑤ 会員登録の更新をします。

⑥ 今年度より、共同購入や個配の OCR 注文書での組合員募金を行います。

⑦ 「会のきまり第１０条、第１４条、第１５条について改定します。（別紙参照）

1 現行の「活動費」はわかりにくいため、利用会員が支払う額を「利用費」と

改めます。活動会員が受け取る額を「活動費」とします。

2 活動会員への「活動費」、会に納める「運営費」をそれぞれ現状の額から 50

円増額します。

これに伴って、現行「利用費」1 時間６００円から、同７００円へ変更しま

す。

「活動費」５５０円、「運営費」１５０円とします。

時間外の活動は、現行「利用費」１時間８００円から、同９００円へ変更し

ます。

「活動費」７５０円、「運営費」１５０円とします。

3 「運営費」については、利用会員と活動会員の双方から会に納まっていること

を確認できる記述にします。

4 実施時期は１０月の活動分からとし、会員への周知を図ります。
細見 由美子 小西 高美 稗田 幸子

花城 マサ子

中野 和子

鎌部 千津子

芝原 澄子

大槻 三千代

石原 和代
任

体

な 詳しい内容などが載っている総会の冊子をご希望の方は、事務所までお知

らせください。送付致します。 お問い合わせ先：075-465-6886


